






























































































































































































































































































































































































































出場者 a b c d e f g h i
審査員Ａ ２９ ２９ ２６ ２３ ２３ ２１ ２０ ２０ １６
Ｂ ２８ ２８ ２９ ２３ ２５ ２１ １９ ２０ １５
Ｃ ３０ ３０ ３０ ３０ ２６ ２４ ３０ ２４ ２１
Ｄ ３０ ３０ ２９ ２６ ２７ ２３ ２６ ２１ １７
Ｅ ２５ ２３ ２４ ２３ ２３ ２３ １４ １４ １０
Ｆ ３０ ３０ ３０ ２９ ２６ ２８ ２５ ２３ ２２
Ｇ ３０ ３０ ２９ ２９ ２６ ２８ ２６ ２５ ２４
平均値 ２８．８６ ２８．５７ ２８．１４ ２６．１４ ２５．１４ ２４．００ ２２．８６ ２１．００ １７．８６
標準偏差 １．７３ ２．３８ ２．１０ ２．９５ １．４６ ２．７３ ５．０３ ３．３８ ４．４５
出場者 a b c d e f g h i J k
審査員Ａ ２７ ２１ ２１ ２３ ２４ ２４ ２０ ２０ １６ １６ １５
Ｂ ２６ ２１ ２２ ２０ ２０ ２１ ２１ ２０ １９ １８ １４
Ｃ ２４ ２２ ２１ １９ １９ １８ １８ １６ １８ １７ １５
Ｄ ２７ ２６ ２４ ２５ ２３ ２４ １９ ２１ １９ １７ １９
Ｅ ２４ ２１ ２３ ２２ ２２ ２１ ２０ ２１ １８ １８ １９
平均値 ２５．６０ ２２．２０ ２２．２０ ２１．８０ ２１．６０ ２１．６０ １９．６０ １９．６０ １８．００ １７．２０ １６．４０











































































Hamp-Lyons, L. (1991). Scoring procedures for ESL contexts. In Hamp-Lyons, L. (ed.), Assessing second language
writing in academic context., pp.241−276. Ablex publishing.
〔注〕
（１）２００５年の極東大会の審査項目は以下のようなものであった。（Ⅰ）技能審査項目：①発音・イントネー
ション②文法・語彙③内容④質疑応答、（Ⅱ）弁論審査項目：①主張②発表態度③内容④質疑応答。こ
こでは技能審査を日本語教師が、弁論審査を一般日本人が担当する形を採っているが、年度によっては
分けないこともあった。また各項目の点数についても、５点満点を指示する年と１０点満点を指示する年
とがあった。しかし項目自体の変化はほとんどなかった。また、各出場者につけられた全審査員の順位
を合計し、数値が最も少なかった者を優勝者とする「順位点方式」を採ることがほぼ恒例化していた。
「ロシア極東・東シベリア日本語弁論大会」における審査基準作成
－１０５－
各審査員が最終的に出場者全員に順位をつけることができれば、その過程はどのような形でも（極端な
場合、採点結果を利用しなくとも）構わないとされた。
（２）マルチプルトレイト・スコアリングに関しては、Hamp-Lyons（１９９１）等に詳しい。
国際交流基金 日本語教育紀要 第６号（２０１０年）
－１０６－
〔資料１ 審査手順および質疑応答に関する規定〕
「審査手順」
① 各審査員席の机上にはメモ用紙と筆記具が準備されている。
② 審査は「発音」「文法・語彙」「聞き手への意識」「内容の深さ・説得力」「プレゼンテーション力」
「質疑応答」の６項目で行われる。
③ 各項目の点数は５点から１点（原則的に、５：非常に良い、４：良い、３：普通、２：やや物足
りない、１：物足りない）という尺度で採点するが、「聞き手への意識」「内容の深さ・説得力」
「質疑応答」については、別に定めた尺度を用いて採点する。６項目の合計は６点（最低点）～
３０点（最高点）である。
④ 審査員は、各項目の点数、および６項目の合計点を審査用紙に記入する。また、６項目の合計点
を元に、１位から５位までの順位を決定し、審査用紙の順位欄に記入する。６項目の合計点が同
点の場合も、各審査員の判断で順位をつける。その後、係へ提出する。
⑤ 審査用紙回収後、集計係はエクセルと手計算による集計を行い、審査員全員の合計点から順位を
確定する。同点があった場合のみ、該当する出場者につけられた順位点の合計によって最終順位
を決定する（１位＝１点、２位＝２点、３位＝３点、４位＝４点、５位＝５点、順位なし＝６点
として計算し、合計点数の低いほうを上位とする）。
⑥ 全発表終了後、審査協議を行う（約３０分）。集計係は、集計によって算出した順位を審査員に報
告する。合計点と順位点で確定しなかった場合は、審査員全員の協議により１位～５位を決定す
る。
 会場を盛り上げた出場者等のために、順位に関係のない「特別賞」を設けることができる。該当
者があるか、審査員の協議によって決定する。
 入賞者決定後、審査結果を司会者に通知する。
「質疑応答」
① 質問は、開催地の教師会等が候補となる質問を用意しておく。最終的な選択・決定は、質問者３
名が行う。ただし、質問者の所属機関からの出場者に対する質問の作成に、当該質問者は関与す
ることができない。
② 質問は１人の出場者に対し２人の質問者で行う。１人の質問者からの質問事項は１件とし、計２
件の質問とする。ただし、質問者は、回答後、確認のため同一の質問事項についてさらに詳しく
尋ねることができる。２件の質問のうち、１つは発表内容への理解を確認するための比較的易し
いもの、１つは発表内容を元にした発展的なものとする。
③ ３名の質問者が交替で行う。当該出場者の所属機関の講師が質問者にあたらないようなローテー
ションで行う。
④ 質問は日本語能力試験３級程度のレベルの日本語により行われる。ただし、スピーチ内で使用さ
れた語彙・文型については、質問において使用してもかまわない。
⑤ １つの質問は、１文または２文で行われる。
⑥ 出場者は２回まで質問の繰り返しを要求することができる（質問回数の合計は３回）。
 質問を繰り返す場合、２回目の質問は１回目の質問と同じ文言で速度を遅くして質問する。３回
目の質問は、質問者の判断でよりわかりやすい文言に変えてもかまわないこととする。繰り返し
たこと自体は減点の対象としないが、繰り返しを求めた際の日本語や態度は、審査の対象となる。
「ロシア極東・東シベリア日本語弁論大会」における審査基準作成
－１０７－
項
目
基
準
説
明
Ⅰ
言
語
力
①
発
音
「
日
本
語
の
母
音
・
子
音
の
発
音
が
正
し
く
で
き
て
い
る
か
」「
ア
ク
セ
ン
ト
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
適
切
か
」「
話
す
速
さ
、
間
の
取
り
方
は
適
切
か
」
５
：
非
常
に
良
い
４
：
良
い
３
：
普
通
２
：
や
や
物
足
り
な
い
１
：
物
足
り
な
い
②
文
法
・
語
彙
「
正
し
い
文
法
や
語
彙
が
使
え
て
い
る
か
」「
適
切
な
表
現
や
語
彙
（
ス
ピ
ー
チ
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
タ
イ
ル
や
言
葉
使
い
な
ど
）
が
使
え
て
い
る
か
」「
同
じ
言
葉
の
く
り
返
し
で
は
な
く
様
々
な
表
現
が
使
え
て
い
る
か
（
意
図
的
に
同
じ
言
葉
を
使
用
し
成
功
し
て
い
る
場
合
を
除
く
）」
「
文
と
文
の
つ
な
が
り
は
自
然
か
」
５
：
非
常
に
良
い
４
：
良
い
３
：
普
通
２
：
や
や
物
足
り
な
い
１
：
物
足
り
な
い
Ⅱ
内
容
③
聞
き
手
へ
の
意
識
「
聞
き
手
の
興
味
を
引
く
内
容
か
」「
論
旨
や
話
す
順
序
に
問
題
が
な
く
構
成
・
展
開
的
に
わ
か
り
や
す
い
か
」「
聞
き
手
の
背
景
知
識
を
考
慮
し
、
説
明
が
必
要
な
こ
と
が
ら
（
自
国
文
化
や
出
身
地
域
の
特
徴
、
一
般
的
で
な
い
語
彙
等
）
が
あ
る
場
合
に
、
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
説
明
し
て
い
る
か
」
５
感
情
表
現
や
描
写
な
ど
に
独
創
性
や
魅
力
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
、
構
成
・
展
開
的
に
わ
か
り
や
す
く
、
聞
き
手
の
背
景
知
識
へ
の
配
慮
に
も
怠
り
が
な
い
４
感
情
表
現
や
描
写
な
ど
に
独
創
性
や
魅
力
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
構
成
・
展
開
的
に
わ
か
り
や
す
い
が
、
聞
き
手
の
背
景
知
識
へ
の
配
慮
に
や
や
欠
け
る
部
分
が
あ
る
３
構
成
・
展
開
的
に
わ
か
り
や
す
い
が
、
独
創
性
や
魅
力
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
、
平
凡
で
あ
る
２
独
創
性
や
魅
力
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
論
旨
や
話
す
順
序
に
問
題
が
あ
る
な
ど
、
構
成
・
展
開
が
や
や
自
己
中
心
的
な
た
め
、
わ
か
り
に
く
さ
が
生
じ
て
い
る
１
独
創
性
や
魅
力
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
聞
き
手
へ
の
配
慮
が
全
く
感
じ
ら
れ
ず
、
全
体
的
に
わ
か
り
に
く
い
④
内
容
の
深
さ
・
説
得
力
「
主
張
（
一
番
い
い
た
い
こ
と
＝
～
し
よ
う
、
～
す
べ
き
で
あ
る
、
～
し
な
い
ほ
う
が
い
い
な
ど
、
一
言
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
た
だ
し
そ
の
一
言
が
ス
ピ
ー
チ
内
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
）
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
」「
主
張
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
根
拠
（
こ
こ
で
は
広
く
解
釈
し
、
主
張
を
補
強
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
部
分
は
す
べ
て
根
拠
に
当
た
る
も
の
と
す
る
）
は
適
切
か
つ
十
分
か
」「
根
拠
に
大
学
生
ら
し
い
視
野
の
広
さ
や
思
考
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
か
」
５
主
張
が
明
確
で
一
貫
し
て
い
る
。
ま
た
主
張
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
根
拠
に
量
的
な
過
不
足
が
感
じ
ら
れ
ず
、
か
つ
質
的
に
も
客
観
性
あ
る
い
は
具
体
性
を
備
え
て
い
る
。
さ
ら
に
根
拠
に
視
野
の
広
さ
や
深
い
思
考
が
感
じ
ら
れ
る
４
主
張
が
明
確
で
一
貫
し
て
い
る
。
ま
た
主
張
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
根
拠
に
量
的
な
過
不
足
が
感
じ
ら
れ
ず
、
か
つ
質
的
に
も
客
観
性
あ
る
い
は
具
体
性
を
備
え
て
い
る
。
し
か
し
、
根
拠
に
視
野
の
広
さ
や
深
い
思
考
が
感
じ
ら
れ
ず
平
凡
で
あ
る
３
主
張
は
一
貫
し
て
い
る
が
、
主
張
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
根
拠
に
正
確
さ
を
欠
く
部
分
が
あ
っ
た
り
、
客
観
性
ま
た
は
具
体
性
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
。
あ
る
い
は
量
的
な
過
不
足
が
感
じ
ら
れ
る
２
主
張
は
あ
る
が
、
一
貫
性
を
欠
く
１
主
張
が
な
い
Ⅲ
運
用
力
⑤
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
「
ス
ピ
ー
チ
の
態
度
は
適
切
か
（
姿
勢
、
視
線
、
顔
の
表
情
、
声
の
大
き
さ
な
ど
）」
「
視
覚
お
よ
び
聴
覚
的
に
ア
ピ
ー
ル
力
が
あ
る
か
」（
な
お
、
小
道
具
等
の
使
用
や
歌
、
ダ
ン
ス
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
質
疑
応
答
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
は
こ
こ
に
含
ま
れ
な
い
）
５
：
非
常
に
良
い
４
：
良
い
３
：
普
通
２
：
や
や
物
足
り
な
い
１
：
物
足
り
な
い
⑥
質
疑
応
答
「
正
し
く
適
切
な
日
本
語
を
用
い
て
い
る
か
」「
質
問
に
対
す
る
回
答
と
し
て
十
分
か
つ
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
発
言
し
て
い
る
か
」「
自
身
の
ス
ピ
ー
チ
を
よ
り
詳
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
積
極
的
に
話
し
て
い
る
か
」「
日
本
的
な
常
識
か
ら
外
れ
る
（
相
手
に
対
す
る
配
慮
が
な
い
な
ど
）
こ
と
な
く
、
友
好
的
か
つ
自
然
な
対
話
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
か
」（
な
お
、
回
答
に
よ
り
会
場
を
沸
か
せ
た
か
ど
う
か
は
こ
の
項
目
で
は
評
価
し
な
い
）
５
正
し
く
適
切
な
日
本
語
を
用
い
て
お
り
、
ま
た
、
質
問
に
対
し
て
必
要
か
つ
十
分
な
情
報
を
発
言
し
て
い
る
。
積
極
的
で
あ
り
な
が
ら
日
本
的
な
常
識
か
ら
外
れ
る
こ
と
も
な
く
、
結
果
と
し
て
友
好
で
自
然
な
対
話
が
成
立
し
て
い
る
４
部
分
的
に
正
し
さ
や
適
切
さ
に
欠
け
る
部
分
が
あ
る
が
、
理
解
で
き
な
い
ほ
ど
で
は
な
く
、
質
問
に
対
し
て
必
要
か
つ
十
分
な
情
報
を
発
言
し
て
い
る
。
積
極
的
で
あ
り
な
が
ら
日
本
的
な
常
識
か
ら
外
れ
る
こ
と
も
な
く
、
結
果
と
し
て
友
好
的
で
自
然
な
対
話
が
成
立
し
て
い
る
３
正
し
く
適
切
な
日
本
語
を
用
い
て
お
り
、
ま
た
、
質
問
に
対
し
て
必
要
か
つ
十
分
な
情
報
を
発
言
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
部
分
的
に
正
し
さ
や
適
切
さ
に
欠
け
る
部
分
が
あ
る
が
、
理
解
で
き
な
い
ほ
ど
で
は
な
く
、
質
問
に
対
し
て
必
要
か
つ
十
分
な
情
報
を
発
言
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
積
極
性
に
欠
け
る
、
あ
る
い
は
日
本
的
な
常
識
か
ら
外
れ
た
印
象
を
与
え
て
い
る
２
２
問
中
１
問
の
み
、
聞
き
返
し
を
含
め
、
正
し
く
適
切
な
応
答
が
行
わ
れ
た
。
も
う
１
問
は
、
正
し
さ
や
適
切
さ
に
欠
け
て
い
る
、
も
し
く
は
必
要
か
つ
十
分
な
情
報
が
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
質
疑
応
答
が
成
立
し
て
い
な
い
（
回
答
拒
否
も
含
む
）
１
正
し
さ
や
適
切
さ
に
欠
け
て
い
る
、
も
し
く
は
必
要
か
つ
十
分
な
情
報
が
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
２
問
と
も
質
疑
応
答
が
成
立
し
て
い
な
い
（
回
答
拒
否
も
含
む
）
〔
資
料
２
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
地
域
共
通
弁
論
大
会
評
価
基
準
〕
国際交流基金 日本語教育紀要 第６号（２０１０年）
－１０８－
